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１ マダニとは？ 

マダニはダニの仲間で、野外に生息し、いろい

ろな動物の血を吸って栄養としています。マダニ

は脚
あし

が 4 対 8 本で、カブトムシやチョウなどの昆

虫（脚が 3 対 6 本）とは別の仲間です。ただし、

マダニは幼虫、若
わか

虫
むし

、成虫の 3 段階で成長し（写

真 1）、幼虫だけは脚が 3 対 6 本です。 

ダニの仲間は多くの種類で体長 0.2～0.8 mm 程度

と小さいのですが、マダニの成虫は大きいもので

約 5mm の種類もいます。吸血
きゅうけつ

するとさらに大きく

なるため、人の目にもつきやすいです。ただし、

幼虫は種類によっては 1mm 程度しかないため、吸

血していても気づきづらいです。 

マダニは口器
こ う き

（歯のようなもの）を刺して吸血し

ますが、唾液
だ え き

成分
せいぶん

の麻酔
ま す い

作用により刺されても痛

みをあまり感じません。また、唾液成分にはセメ

ント物質も含まれるため口器も抜けづらくなりま

す。そのため、刺されて数日以上たってから吸血

して大きくなったマダニに気づくことも多いです。 

マダニの種類によっては人から吸血することも

あ り 、 その 際 に日本
に ほ ん

紅斑熱
こうはんねつ

や 重 症
じゅうしょう

熱性
ねっせい

血小板
けっしょうばん

減少
げんしょう

症候群
しょうこうぐん

（以下、SFTS）といった感染症をうつ

すこともあります。沖縄県でも日本紅斑熱が初報

告された 2010 年から 2022 年 12 月末の時点までに

6 例（推定感染地・北部 5 例、八重山 1 例）、SFTS

が初報告された 2016 年から 2022 年 12 月末の時点

までに 1 例（推定感染地・沖縄本島）報告されて

います。マダニは地域によって生息している種類

が違い、そのような違いがマダニによってかかる

感染症の発生地域と関連していると考えられてい

ます。 

ここでは、沖縄県でよく見られるマダニをいく

つか紹介していきます。 

 

２ 沖縄県でよく見られるマダニ 

１）キララマダニの仲間 

 キララマダニの仲間は国内のマダニの中で最も

大きく、5mm 程度にまでなります。沖縄県には 3

種類のキララマダニの仲間が生息しており、その

中で比較的よく見られるのがタカサゴキララマダ

ニとカメキララマダニです。 

 タカサゴキララマダニ（写真 2(a)）は北部や中

部北側（恩納村・うるま市より以北）、八重山で確

認されています。県内ではそれらの地域のイノシ

シやマングース、猫などの哺乳類
ほにゅうるい

に比較的よくつ

いています。タカサゴキララマダニは全国的に人

の被害報告が多く、沖縄県でもマダニ被害で最も

多い種類になります。県外では本種から SFTS の病

原体が見つかっており、県内でも要注意のマダニ

です。 

 カメキララマダニ（写真 2(b)）も北部や八重山

でよく見られるマダニです。名前にあるように、

リュウキュウヤマガメやセマルハコガメなどの

陸生
りくせい

カメ類から吸血します。国内での被害報告は

沖縄県での 2 例のみで、人に病気を感染させるか

はよくわかっていません。 

２）チマダニの仲間 

チマダニの仲間は種類が多いのですが、沖縄県

の植生や動物でよく見られるのはヤマアラシチマ

沖縄のいろいろなマダニ 

写真 1 ヤマアラシチマダニの成長段階 

写真 2 (a)タカサゴキララマダニ成虫メス   

(b)カメキララマダニ成虫メス  

(a) (b) 
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ダニ（写真 3）です。ヤマアラシチマダニも北部や

中部北側、八重山でよく報告されていますが、南

部でも報告されることがあります。イノシシやマ

ングースなどの哺乳類についており、北部の犬や

猫にも見られます。ヤマアラシチマダニは人の被

害が報告されていることや、県外では日本紅斑熱

や SFTS の病原体が確認されていることから県内で

も要注意のマダニです。 

他のチマダニの仲間として、キチマダニやタカ

サゴチマダニ、フタトゲチマダニも採取されるこ

とがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）クリイロコイタマダニ 

クリイロコイタマダニ（写真 4(a)）は沖縄県の

犬に最もよくついているマダニで、県全域で確認

されています。先に紹介したキララマダニやチマ

ダニは自然が多い地域でよく見られますが、本種

は人家周辺にも生息しています。人の被害は国内

では沖縄県の 1 例のみで、国内では人に病気を感

染させるかはよくわかっていません。海外では感

染症を媒介
ばいかい

する種として知られています。 

４）ミナミネズミマダニ 

 ミナミネズミマダニ（写真 4(b)飽
ほう

血
けつ

状態※血を

吸ってふくれた状態の写真）は沖縄県のネズミ類

やマングースなどで見られるマダニです。猫につ

いていた報告もあります。本種も県全域で確認さ

れています。本種による国内での人の被害は沖縄

県の 1 例と県外の 1 例のみです。国内では人に病

気を感染させるかはよくわかっていませんが、海

外で確認されている感染症の病原体もしくはその

近
きん

縁
えん

種
しゅ

が南西諸島の本種から見つかった報告があ

ります。 

 

３ マダニと地域性 

県内のマダニの分布は過去の調査や資料からあ

る程度の地域性があると考えられています。先に

紹介したタカサゴキララマダニやヤマアラシチマ

ダニは北部や八重山でよく報告されており、県内

でのマダニによる人の被害報告も北部と八重山で

多く報告されています。日本紅斑熱は北部と八重

山が推定感染地域であることから、これらの地域

に多い種類のマダニとの関連性が疑われています。  

 

４ マダニの被害を防ぐには 

 マダニの多くは草むらや下草の葉
は

裏
うら

や葉先など

で人や動物を待ちぶせし（写真 5(a), (b)）、草に

触れた際などについて、肌
はだ

がでている場所に移動

し吸血します。イノシシや陸ガメなどの野生動物

が多い場所はマダニも多く生息しています。また、

マダニの種類にもよりますが、沖縄県では年間を

通してマダニが活動しています。 

 対策としては、マダニに効果のある虫除けスプ

レーの使用や肌をださない格好をすることが大切

です。また、野外活動後は衣服によるマダニの持

込に注意し、シャワーや入浴の際に体にマダニが

ついていないかチェックしましょう。 

 もしマダニに吸血されていることに気がついた

ら、無理に取ろうとすると口器が皮フの中に残り

化膿
か の う

することがあります。その際は、皮フ科など

の医療機関でマダニの除去や消毒などの処置を受

けてください。また、もしマダニに吸血されたら

数週間程度は体調の変化に注意し、発熱等の症状

があれば医療機関を受診してください。 

 【衛生科学班 生物生態 G】 

写真 3 ヤマアラシチマダニ

成虫メス 

写真 4 (a)クリイロコイタマダニ成虫メス   

(b)ミナミネズミマダニ成虫メス（飽血状態） 

(a) (b) 

写真 5 (a)葉裏のマダニ  (b)葉先のマダニ  

    ※共に県外にて著者が撮影した写真  

(a) (b) 


